
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 ２年 ４月～令和 ３年 ３月 

 

 

 

令和 2年度 独立行政法人 福祉医療機構 社会福祉振興助成事業 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【設立経緯】 

2011年 9月（東日本大震災と原発事故から半年後）に、 

外遊びができない市内の子どもたちや避難移住した親子 

のために、いわきＮＰＯセンターとイトーヨーカドー平店が 

協力し、日中の避難を受入れ、簡易広場を設置したこと 

から始まる。 避難生活のストレスや原発不安に負けずに 

とことん遊べるようにと願い「とことん広場」と名づけられ、 

2012年、2013年と共に 2万人超えの親子から親しまれた。 

それから３年後の 2014年に、地域住民とイトーヨーカドー 

平店から、専門性ある広場対応の要請があり、2014年 9月、 

子育て支援任意団体として「すくのびくらぶ」代表 前澤由美 

（スタッフ 10名）が結成された。 

2015年１月、フクシマススムプロジェクト（セーブ・ザ・チル 

ドレン×サントリー助成）に採択されたことを期に、広場運営 

がすくのびくらぶに移管された。当時のスタッフには保育士 

がいないため、イベントや子育て相談などは、外部の講師が 

中心だった。 

 

【その後の発展】 

2016年１月、東日本大震災 ＪＴ 現地ＮＰＯ応援基金を期 

に保育士資格取得勉強会（毎月１～２回）を開始し保育士など 

を募集した。それまでの未就学児の親子が対象という限定を 

外して、小学生をはじめ高齢者や地域住民の入場を歓迎した。 

多世代交流の広場･人材育成を目的に「すくのび広場」に改めた。 

2017年、2018年と３年の期間を助成頂いたことで保育士１０人、 

看護師５人、支援員２人ほか、助産師・管理栄養士・歯科衛生士 

・ヨガ講師など、多職種・多団体とも連携する広場に成長できた。 

そして、年間の利用者は 6万５千人超えで、これまで 5年間に 

およぶ保育士資格取得の勉強会で、保育士の資格を取得した 

メンバーは 13名になった。そのうち半分は、市内の保育施設に 

就職し、活躍している。 

 2019年は、福島県うつくしま基金で、多職種連携・人材育成を 

強化して高校生や大学生などのインターンシップに協力した。また 

保育士合格者２名あり、合計 15名となった。10月に台風 19号 

の河川氾濫で床上１．８M と大規模な被害に遭い、すくのび広場 

は地域の拠り所として年間２万８千人の利用者たちに喜ばれた。 

2020年は、心身の健康と障がい 

をもつ家庭に福祉を充実させたい 

との一心で WAM助成に応募し、 

採択していただき、現在に至る。 

                     

                     

    

  

2014年すくのびくらぶが運営を 

開始した当時の広場の様子。 

遊具は少なく、専門スタッフも 

常勤していませんでした。 

2020年コロナ禍で広場を運営し、 

相談支援や障がい児の受入れ 

で喜ばれた。保育士が常勤と 

なり、専門家が定期的に巡回 

して、地域不安に対応しました。 

 

 

 

 

【2020年（令和 2年度）WAM助成】 

事業名： 多世代交流と多職種連携による「地域で 

      子育て」の居場所づくり 
 

１．不安と負担感を抱える妊娠・出産・子育て家庭に 

  合わせた専門性ある情報提供とコミュニティの場 

  を提供することで、笑顔の子育てを目指す。 

２．生活再建・貧困・虐待・心の問題に対し、孤立の 

  防止と専門家とのつながりの創出・自己解決を図 

  るため、多職種連携とネットワークを拡大・強化。 

３．地域の子育て支援者を養成し、 

  保育士勉強会の開催で 

  人材育成と成果の拡大 

  ・雇用促進を図り、 

  生きがいや地域の役割 

  ・担い手づくり。 

上記を目的に「すくのび広場」の運営を行う事業。 

   

【事業の内容】 

・常勤保育士による育児相談と見守り。 

・看護師や支援員による高齢者・若者への相談 

・生活助言、ネットワークによる紹介。 

・季節の工作、絵本の読み聞かせ、手遊び歌。 

・歯科衛生士による歯磨き指導 

・発育発達のための知育玩具の提供と助言 

・トミカやプラレールなどの貸出 

 おさがり玩具の募集と買えない家庭への提供 

・管理栄養士による食育相談と遊びの提供 

・ママサロン 

助産師によるベビーマッサージ・授乳相談会 

アレルギーの会によるアレルギーっ子の助言 

転入女性などを募集してママ友や仲間づくり 

・手話教室、ヨガ教室、健康体操教室など 

・妊娠者や生活困窮者・被災者への支援物資提供 

・子育て支援者研修会や勉強会 

・保育士資格取得に関わる相談や受験案内 

・インターンシップについての受け入れ 

・いわき短期大学や東日本国際大学の学生実習 

 受け入れおよび指導 



●他の広場や遊び場はスタッフの方と気軽に話したり、イベントなどを行ったりしていない。そのため、

　ちょっとした相談や気軽に話してリフレッシュなどできない。すくのびは、スタッフさんが子供のことを覚えていて

　下さり、他愛のない会話でもリフレッシュできる。子供の遊ぶ場、親のリフレッシュの場でもある。

●ここは相談にも応じてくれて、長くやってもらえ、休日もやっているから。

●コロナで家にいることが多いので、時々大きい広場で体を動かすことで子どもはストレス発散できているように

　感じます。

●歩き始めのころ、特にすくのび広場にお世話になりました。コロナ対策がしっかり安全で清潔でスタッフも優しく

　本当に助かりました。

●すくのび広場は気軽に利用できて、子供もすごく喜んでいる。

●この場所がないと子供と親もストレスがたまる。子供が楽しく遊んでいる。

●広場で一人目が生まれた時から利用しており（約8年間）とても助かっております。これからも小さな子供たちが

　のびのびできる広場が続いて欲しい。

●室内で天気に関係なく、家にはないおもちゃや遊具で楽しんで遊べる。土日は学生さんが遊んでくれるので

　親が少しゆっくりできる。

●すくのび広場の良いところは、育児などの相談ができるところ。他の広場では気軽にスタッフに話しかけて相談

　できないので、世間話のような気持ちで相談できるすくのび広場はただの遊び場ではないと思います。

●3歳以上児でもおもちゃが借りれて遊べる広場は貴重です。

●いつもスタッフの方があたたかい。

●場所分けやおもちゃの消毒などが徹底されているので、安心です。

●それぞれ部屋が分けてあって、安心して遊ばせることができるので良い。

●消毒や検温等きちんと配慮されていて安心して利用できます。

●利用毎に消毒していただいており、安心して遊べます。いつもありがとうございます。

●他の広場では小さな遊具は全てなくなっているので、ここではなくさないで欲しい。

広場アンケートより抜粋
すくのび広場の良い所

みんなの笑顔😊

去年は



利用者の声　

●子供が同世代の子たちと触れ合える機会がないため、広場を通じて機会を与えたい。

●他の人とのコミュニケーションにもなるし子供も刺激にもなる。

●屋内の遊び場があると天気に関係なく利用できて助かる。

●コロナの影響で、今までより遊び場が減ったり入場制限があるから。

●子育てしていく上でこういう広場があると、親も子供も息抜きができて良いと思います。

●子供のためにもこのような施設は必要。コロナで外出ができないので、特に思います。

●子供と親の息抜きができる。子供が楽しく遊んでいる。

●コロナ禍で子供たちを遊ばせる場所が少ないため、子供のストレスを発散する場所が必要だと思います。

●休日はどうしても家のおもちゃで遊ぶことが多く、体もあまり動かすことができないので、

　体も動かせて家にないおもちゃでも遊べるので子供も気に入っている。

●安心して遊ばせてあげられる場所が必要。子供にも交流が必要だし、親も外に出たいです。

●雨の日でも気軽に立ち寄って遊べる場でとても助かっているから。コロナの影響で屋内施設は遊べなくなって

　いる場所が多いから。

●子供が広場をとても気に入ってる。工作、ぬりえ等いつも楽しみにしている。

●県外から来た方などは周りに友人知人がいないので孤独になりがち。こういう場があることで友人ができたり

　情報を得られるので、とても救いになると思います。

●今はコロナの影響で関わりが少ないが、話したりできる場は大切だと思います。

●家が狭い。公園の衛生が不安。アトピーで皮膚が弱いので室内広場がありがたい。

●遊ぶところがコロナで余計に少なくなっているので、広場があると子供も親も助かっています。

●子供が体を動かせる場があると助かる。

●子育てをしながら気軽に利用でき、無料で良い。情報も得られてうれしい。

●親以外の人（同じくらいの子供や、実習生のお姉さんなど）と一緒に遊ぶことができる場所は、

　コロナなどのどんな事情があろうとも、子供の成長にとって必要だと思う。

●寒い日や天気が悪い日、子供が家遊びだけだとストレスがたまるので、室内で広くゆっくり遊べる場があると

　助かる。

●子供と保護者の心と体の健康を育む場所は必要です。

●おさがりのおもちゃを使用したり、曜日を限定したり、コストをかけずに子供たちが天気を気にせず遊び、

　親同士も話がしあえる場所が欲しいです。

●子育てしやすい環境整備のためにも屋内遊び場が必要です。子育てを安心してできるスペースは

　コロナ禍に関わらず大切な場所だと考えます。

●子育て世代が暮らしやすい町にするためには、子供連れでも楽しく過ごせる場所が必要だと思います。

●未就園児には屋内で安心して遊べる場所が必要です。

季節の工作（一番の人気） ベビーマッサージ 　　アレルギーっ子　相談 応急処置 講習 　　　手話教室

学生さんと工作 　　ヨガ教室 　バルーンアートとお手玉 絵本の読み聞かせ 手遊び歌・パネルシアター

歯磨き指導 　　　　　栄養相談 　　英語・カードで遊ぼ！ 　　　学生実習 血圧測定　 　　　　健康体操教室すくのび

広場が必要な理由

楽しいイベント紹介



母親 父親 祖父母 その他 合計
112 16 15 7 150

20代 30代 40代 50代 60代 その他
32 70 20 8 6 4

週１ 週２～３ 月１～２ 年１～２ たまに利用 初めて
9 3 40 12 48 25

平 好間 四倉 内郷 常磐 小名浜 勿来 その他
77 8 9 13 10 12 1 7

人数 人数 人数
間取りがいい 61 エンジェルゾーン 32 栄養相談 2
カレンダーの発行 74 キッズゾーン 31 9

89 共用ゾーン 10 ベビーマッサージ 9
子供のお気に入り 34 15 授乳相談 2

41 ほっとるーむ 16 アレルギー相談 5
毎日のイベント 10 23 バルーンアート 18
駐車場が近い 68 プラレール 16 工作・折り紙 23
スタッフが良い 16 23 23
家から近い 51 2 22
ディスプレイが楽しい 8 エプロンシアター 4
情報が得られる 42 16
買い物ができる 1 コロナ禍での気持ち 人数 読み聞かせ 16

気軽の利用できる 40 とても不安 26 カード遊び 1
不安・心配 47 手話教室 1

人数 52 無料トミカ 2

22 8 無料ほっとるーむ 12
29 受診している 0

ちょうどよい 16 気にならない 2
4 122 人数

そこまでは不要 2 手洗いうがい 115 カンガルー広場 25
過剰な対応 2 106 42

外出を控えている 66 20
人数 外出後自粛 18 いわき市元気ｾﾝﾀｰ 38

38 気にしていない 0 みゅうみゅう（観光地） 50
62 40

あった方が良い 35 16
なくても良い 1

広場の対応

他遊び場の利用

当広場は必要か

地区
人数

広場の良いところ お気に入りブース お気に入りイベント

おもちゃ

屋内
ぬりえ

トミカ

わんぱくはうす
その他

歯磨き指導

ヨガ教室

おもに土日祝 曜日関係なし
人数 61 65 40

人数

利用頻度
人数

利用曜日 おもに平日

実施時期：2020年12月～2021年2月

同行者
人数

保護者年齢

手遊び歌・音楽

歌＆お話

少し不安

嫌

マスク

消毒 いわき市もりもり
いわき市るんるん

ﾁｬｲﾙﾄﾞﾊｳｽふくまる

その他

とても安心
安心

まだ不安

ないと困る
必要

曜日別 割合

23%

50%

14%

6%
4%

3%

おとな年齢別割合

75%

10%

10%
5%

広場の壁紙

アンケート結果

20代
40代

50代

30代

60代
その他

土日祝日

３９％

平日

２４％ 曜日に

関係なし

３７%

母親

父親

祖父母

その他



　

　　　＊2011年の東日本大震災と原発事故から丸10年

　　　 が経ちました。すくのび広場は、数々の災害の度

　　　 に避難所や相談支援・心の居場となり、人が育つ

　　　 ために地域になくてはならない広場でした。支援を

すくのび広場の様子
すくのび広場は、2020年は、322日対応しました。大勢で一緒に遊べませんでしたが、みんなが大好きな

「すくのび広場」は、WAM助成のおかげで、イトーヨーカドー平店（創業49年）の閉店まで、子ども～高齢者

まで楽しく遊ぶことができました！

コロナ禍を乗り越え、みんなの胸に深く刻まれ、感謝・感謝の思い出を ありがとうございました。



【情報提供や事業の広報】 

 ・すくのび広場ホームページ  （毎月イベント紹介や季節の情報カレンダー） 

 ・いわき緊急サポートセンターホームページ（子育て支援の受け入れと団体紹介など） 

・福島県内遊び場マップ (いわき市内の乳児健診時に配布 2500部 県作成) 

   ・すくのび広場カレンダー 毎月 700～1000部発行 （市内の公民館・保育園・子育て支援施設・障害者施設 

                              社会福祉協議会・子育てコンシェルジュ・ディサービス等に配布） 

【すくのび広場 カレンダー 抜粋】 

   

【すくのび広場カレンダー裏面】 

  



    

 

    

      

【これからのすくのび広場】  

駅前ビル LATOV３階 ⇓ 休（水）（金）   ⇓いわき市生涯学習施設マナビィ館 （いわき市平第ニ小学校 空き教室） 

  

平日 10：00～15：00（金）、不定期土日祝日 10：00～16：00 自主継続 


